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　　　  わが町ならではの地域包括ケアシステム  高島平団地の挑戦
●民児協活動紹介「神楽鳩子の訪問日記」　●100年のあゆみから学ぶ　
●都民連通信「民生委員・児童委員顕彰碑」他　
●キラリ☆この人　●東社協コーナー　●活動記録あれこれ　●ミンジーレポート　●編集後記

コスモ
プラネタリウム渋谷
（渋谷区）

東 散京 歩
　直径17ｍのドームスクリーンに、美しく自然な星空を再現する光学式と、天体や銀河の姿を
宇宙飛行をしているように自在な視点で可視化するデジタル式の両方の投影システムでつくり
出される感動的な宇宙空間を、リクライニングシートでゆったりと観覧できます。
　特に、光学式投影機使用時には生解説が行われます。日々移り変わる星空や月の満ち欠
けについて、その都度話される内容が異なることも魅力の一つです。

（休館日：月曜日、祝日の場合は翌平日）

交通アクセス：渋谷区桜丘町23-21　JR渋谷駅西口より徒歩5分　
　　　　　　 渋谷区文化総合センター大和田12階　　 （写真提供：渋谷区文化総合センター大和田）
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10
年
後
、
東
京
の
75
歳
以
上

の
高
齢
者
人
口
は
2
0
1
0
年

の
1
・
6
倍
、
単
身
・
高
齢
者

の
み
世
帯
は
と
も
に
1
・
7
倍

と
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い

ま
す
。
板
橋
区
で
は
、
要
介
護

状
態
や
認
知
症
高
齢
者
を
早
期

に
把
握
し
、
安
心
し
て
暮
ら
す

こ
と
が
で
き
る
住
ま
い
の
確
保

に
乗
り
出
し
て
い
ま
す
。

区
で
は
毎
年
70
歳

以
上
の
高
齢
者
の

全
戸
訪
門
調
査

を
行
い
、
緊
急

連
絡
先
等
を
提

出
す
る
見
守
り
登

録
を
勧
め
て
い
ま
す
。

調
査
で
は
85
％
が
元
気
な
高

齢
者
で
す
が
、
引
き
こ
も
り
が

ち
な
方
も
７
％
程
い
ま
す
。　

こ
の
調
査
の
担
い
手
は
民
生

児
童
委
員
で
す
。
高
島
平
二
丁

目
担
当
の
今
津
さ
ん
が
調
査
す

る
の
は
3
5
0
人
、
そ
の
内
見

守
り
登
録
者
は
50
人
程
で
す
。

わ
が
町
な
ら
で
は
の

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

高
島
平
団
地
の
挑
戦

特集

独
自
に
記
号
化
し
た
要
支
援
者

マ
ッ
プ
を
常
に
携
帯
し
気
を
配

り
ま
す
が
、
孤
独
死
を
避
け
ら

れ
な
い
こ
と
も
あ
る
そ
う
で
す
。

管
理
を
担
う
Ｕ
Ｒ
都
市
機
構

も
、
巡
回
安
否
確
認
等
を
行
う

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置
し

た
り
、
点
在
す
る
空
室
を
利
用

し
た
全
国
初
の
分
散
型
サ
ー
ビ

ス
付
高
齢
者
住
宅
を
開
設
す
る

な
ど
対
策
に
乗
り
出
し
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
学
生

や
若
い
世
代
を
呼
び

込
む
多
世
代
型
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
形
成
に
向
け

た
団
地
再
生
を
区
と
と

も
に
進
め
て
い
ま
す
。

「
何
か
の
時
に
頼
り

に
な
る
の
は
や
っ
ぱ

り
ご
近
所
」
と
話

す
戸
田
さ
ん
は
、
お

祭
り
や
餅
つ
き
、
防

災
訓
練
な
ど
、
住
民
同

士
の
出
会
い
と
交
流
に
力
を

を
入
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
夏
は
、

休
止
が
決
ま
っ
た
団
地
内
の
子

ど
も
用
プ
ー
ル
を
二
丁
目
団
地

自
治
会
が
運
営
し
、
親
子
連
れ

に
喜
ば
れ
ま
し
た
。
住
ま
い
の

確
保
と
暮
ら
し
続
け
た
い
と
思

え
る
地
域
づ
く
り
が
大
切
で
す
。

一
方
、
住
み
や
す
さ
と
し
て

評
価
が
高
い
の
が
、
医
療
で
す
。

高
島
平
地
域
に
は
医
師
会
が
運

営
す
る
病
院
と
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
、

訪
問
看
護
・
居
宅

介
護
事
業
所
、
療

養
相
談
室
の
４
つ

の
機
能
を
備
え
た
在

宅
医
療
セ
ン
タ
ー
が
あ

り
ま
す
。
こ
こ
を
拠
点
に
多
職

種
連
携
の
網
が
張
り
巡
ら
さ
れ
、

都
営
三
田
線
の
高
島
平
駅

を
出
る
と
す
ぐ
、
周
囲
約
４

キ
ロ
、
１
万
戸
を
抱
え
る
団

地
が
広
が
り
ま
す
。
都
心
か

ら
近
く
、
公
共
施
設
や
商
店

街
な
ど
の
生
活
基
盤
が
充
実

し
た
高
島
平
は
、
東
洋
一
の

マ
ン
モ
ス
団
地
と
し
て
そ
の

名
を
全
国
に
知
ら
れ
ま
し
た
。

昭
和
47
年
の
入
居
開
始
当

時
の
賃
料
は
、
他
の
団
地
の

約
2
倍
。
そ
れ
に
も
関
わ
ら

ず
応
募
が
殺
到
し
ま
し
た
。

入
居
者
は
、
比
較
的
若
い
家

族
、特
に
第
1
次
ベ
ビ
ー
ブ
ー

マ
ー
で
あ
る
「
団
塊
の
世
代
」

が
中
心
で
し
た
。

そ
れ
か
ら
45
年
。
団
地

の
高
齢
化
率
は
、
40
％
を
超

え
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち

は
巣
立
ち
、
ひ
と
り
暮
ら
し
、

夫
婦
の
み
世
帯
が
増
え
ま
し

た
。
空
き
家
と
な
っ
た
部
屋

に
は
、
い
つ
の
ま
に
か
新
住

民
が
住
ま
い
、
表
札
の
な
い

家
も
増
え
て
い
ま
す
。
団
地

自
治
会
の
加
入
率
は
38
％
に

ま
で
落
ち
込
み
、
近
隣
の
つ

な
が
り
の
希
薄
化
が
課
題
と

地域包括ケアシステムとは
要介護状態でも住み慣れた地域で、
自分らしい暮らしを最期まで送るた
めに、「住まい・医療・介護・生活支援・
介護予防」が一体的に提供される仕
組み。団塊の世代が75歳を迎える
2025年までの構築が目指されてい
る。介護保険に位置づけられたが、
本来は高齢者のみならず、障がい、
子どもの分野にも通じる概念（詳細
は、平成27年5月全民児連発行「ひ
ろば」参照）

■日常の医療
・かかりつけ医
・地域の連携病院

・急性期病院
・亜急性期・回復期
リハビリ病院

病気になったら･･･
医　療

住まい
・自宅
・サービス付き
高齢者向け住宅等 認知症の人

・地域包括支援センター
・ケアマネジャー
相談業務やサービスの
コーディネートを行います。

※地域包括ケアシステムは、おおむね30分以内に
必要なサービスが提供される日常生活圏域（具
体的には中学校区）を単位として想定

いつまでも元気に　　暮らすために･･･
 生活支援 ・   介護予防

民生児童委員・老人　　クラブ・自治会・
ボランティア　 ・NPO 等

■在宅系サービス
・訪問介護・訪問看護・通所介護
・小規模多機能型居宅介護
・短期入所生活介護
・24時間対応の訪問サービス
・複合型サービス
  （小規模多機能型居宅介護＋訪問看護）等
■介護予防サービス
■施設・居住系サービス
・介護老人福祉施設
・介護老人保健施設
・認知症共同生活介護
・特定施設入所者生活介護　等

介護が必要になったら･･･
介　護

通所・入所通院・入院

地域包括ケア　システムの姿

医
療
と
介
護
の
連
携

住まい

医療

2



▲ �高島平二丁目団地を担当
する今津紘一民児協副会
長（右）と自治会長を兼
務する戸田敏之委員（左）。

医
療
と
介
護
を

結
ん
で
い
ま
す
。

「
私
の
担
当

で
も
在
宅
療

養
の
方
が
20
人

程
い
ま
す
。
最
期

ま
で
自
宅
で
過
ご
し
た
い

と
、
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
な
が

ら
逝
か
れ
た
ひ
と
り
暮
ら

し
の
男
性
も
い
ま
し

た
」。
今
津
さ
ん
は
最

近
急
速
に
、
在
宅
医

療
が
地
域
に
浸
透
し

て
き
た
と
実
感
し
て
い

ま
す
。
認
知
症
カ
フ
ェ
や

介
護
者
交
流
会
も
頻
繁
に
開
催

さ
れ
、
在
宅
介
護
に
意
欲
的
な

住
民
も
増
え
て
い
ま
す
。
本
人

の
意
思
の
尊
重
や
地
域
で
看
取

る
た
め
の
家
族
、
周
囲
の
理
解

を
深
め
る
実
践
を
広
げ
る
と
と

も
に
、
医
療
・
介
護
の
情
報
共

有
媒
体
や
往
診
体
制
、
24
時
間

型
・
小
規
模
多
機
能
型
の
サ
ー

ビ
ス
開
発
が
急
が
れ
て
い
ま
す
。

地
域
で
暮
ら
し
続
け
る
た
め

に
は
、
個
々
の
自
助
、
介
護
保

険
等
の
共
助
や
公
助
の
サ
ー
ビ

ス
だ
け
で
は
生
活
を
支
え
き
れ

な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

高
島
平
二
丁
目
団
地
で
は
、

通
院
・
買
い
物
の
付
き
添
い
、

風
呂
掃
除
、
電
球
交
換
な
ど
の

ち
ょ
っ
と
し
た
生
活
支
援
を
、

自
治
会
の
「
助
け
合
い
の
会
」

が
担
っ
て
い
ま
す
。
サ
ー
ビ
ス

は
1
回
（
30
分
）

2
5
0
円
で
、
月

40
件
程
の
利
用

が
あ
り
ま
す
。

ま
た
介
護
予

防
や
居
場
所
づ
く

り
の
視
点
か
ら
の
サ

ロ
ン
活
動
が
盛
ん
で
、
民
生
児

童
委
員
が
立
ち
上
げ
た
も
の
も

数
多
く
あ
り
ま
す
。
学
生
や
Ｎ

Ｐ
Ｏ
が
運
営
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

カ
フ
ェ
も
に
ぎ
や
か
で
す
。
５

年
前
に
立
ち
上
が
っ
た
支
え
合

い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
は
、
地
域
の

多
様
な
団
体
が
所
属
し
、
協
働

の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し

た
互
助
が
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
を
支
え
て
い
ま
す
。

今
津
さ
ん
、
戸
田
さ
ん

が
関
係
者
と
と
も
に
描
い

た
高
島
平
団
地
の
包
括
ケ
ア
ビ

ジ
ョ
ン
に
は
、
民
生
児
童
委
員

の
増
員
が
盛
り
込
ま
れ
、
次
期

改
選
で
は
3
名
の
増
員
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ビ
ジ
ョ
ン

策
定
を
機
に
始
ま
っ
た
「
団
地

包
括
ケ
ア
推
進
懇
談
会
」
に
は
、

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
社

会
福
祉
協
議
会
、
Ｕ
Ｒ
都
市
機

構
等
の
他
、
地
区
担
当
委
員
が

参
加
し
、
顔
の
見
え
る
関
係
の

中
で
、
横
の
情
報
共
有
と
連
携

を
深
め
て
い
ま
す
。

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
は

地
域
の
特
性
や
ニ
ー
ズ
に
応
じ

て
、
自
主
性
、
自
発
性
に
基
づ

い
て
官
民
一
体
で
作
り
上
げ
て
い

く
も
の
で
す
。
そ
の
確
立
に
は
、

個
別
課
題
を
地
域
の
課
題
と
し

て
取
り
上
げ
、
施
策
に
結
び
付

け
る
「
地
域
ケ
ア
会
議
」
が
重

要
と
さ
れ
ま
す
。

わ
が
町
な
ら
で
は
の
シ
ス
テ

ム
づ
く
り
に
向
け
、
住
民

に
寄
り
添
い
、
地

域
を
育
む
民

生
児
童
委
員

の
活
躍
が
期

待
さ
れ
て
い

ま
す
。

な
っ
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
こ
の
町
で
、

平
成
24
年
、官
民
が
協

働
し
「
住
み
続
け
た
い

高
島
平
団
地
へ
」
と
題

し
た
団
地
独
自
の
地
域
包

括
ケ
ア
ビ
ジ
ョ
ン
が
策
定
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
検
討
に
参

加
し
た
民
生
児
童
委
員
の
二

人
に
、
高
島
平
二
丁
目
団
地

の
取
り
組
み
を
伺
い
ま
し
た
。

　▲�高島平地域サロン
　交流まつり
　（26団体参加）

■日常の医療
・かかりつけ医
・地域の連携病院

・急性期病院
・亜急性期・回復期
リハビリ病院

病気になったら･･･
医　療

住まい
・自宅
・サービス付き
高齢者向け住宅等 認知症の人

・地域包括支援センター
・ケアマネジャー
相談業務やサービスの
コーディネートを行います。

※地域包括ケアシステムは、おおむね30分以内に
必要なサービスが提供される日常生活圏域（具
体的には中学校区）を単位として想定

いつまでも元気に　　暮らすために･･･
 生活支援 ・   介護予防

民生児童委員・老人　　クラブ・自治会・
ボランティア　・NPO 等

■在宅系サービス
・訪問介護・訪問看護・通所介護
・小規模多機能型居宅介護
・短期入所生活介護
・24時間対応の訪問サービス
・複合型サービス
  （小規模多機能型居宅介護＋訪問看護）等
■介護予防サービス
■施設・居住系サービス
・介護老人福祉施設
・介護老人保健施設
・認知症共同生活介護
・特定施設入所者生活介護　等

介護が必要になったら･･･
介　護

通所・入所通院・入院

地域包括ケア　システムの姿

支
え
合
い
の
仕
組
み
化

地
域
包
括
ケ
ア
の
推
進

介護

生活支援・
介護予防

地域ケア
会議

3 都民連だより　平成 27 年 10 月（第 51 巻 2 号）



100年の
あゆみから
学ぶ

目
黒
区
民
児
協

ひ
と
り
親
家
庭
の

ク
リ
ス
マ
ス
会

毎
年
、
ひ
と
り
親
家
庭
の
子

ど
も
た
ち
に
笑
顔
を
届
け
て
い

る
の
は
、
目
黒
区
民
児
協
主
催

の
ク
リ
ス
マ
ス
会
で
す
。
十
二
月

の
第
一
日
曜
日
、
定
員
40
名
を

神
楽
鳩
子
の

訪
問
日
記
⑥

民
生
児
童
委
員
の
神
楽
鳩
子
が
、

都
内
各
地
区
の
民
生
委
員
・
児
童

委
員
活
動
を
取
材
し
、
そ
の
魅
力

を
ご
紹
介
し
ま
す
！

上
回
る
父
と
子
、
母
と
子
を
招

待
し
、
手
作
り
料
理
や
ゲ
ー
ム
、

合
唱
、
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
か
ら
の

プ
レ
ゼ
ン
ト
等
、
子
ど
も
た
ち

が
喜
ぶ
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
企
画
し

実
施
し
て
い
ま
す
。
サ
ン
タ
ク

ロ
ー
ス
の
登
場
に
ワ
ク
ワ
ク
し
た

り
驚
い
た
り
、
子
ど
も
た
ち
の

豊
か
な
表
情
が
、
お
母
さ
ん
た

ち
の
ほ
っ
と
ひ
と
息
つ
け
る
時

間
に
も
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

こ
う
し
た
楽
し
い
時
間
は
、

顔
の
見
え
る
関
係
を
築
く
機
会

に
も
な
っ
て
い
ま
す
。「
あ
、
赤

鼻
の
ト
ナ
カ
イ
の
お
ば
ち
ゃ
ん

だ
！
」
と
、
あ
る
日
の
ス
ー
パ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
で
、
ト
ナ
カ
イ
歴

10
年
の
民
生
児
童
委
員
に
駆
け

寄
っ
た
の
は
、
ク
リ
ス
マ
ス
会
に

参
加
し
た
女
の
子
。「
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
」
と
お
母
さ
ん
も

笑
顔
で
話
し
掛
け
て
く
れ
ま
し

た
。「

身
近
な
相
談
相
手
」
と
言
っ

て
も
、
知
ら
な
い
人
に
相
談
す

る
の
は
勇
気
が
い
る
も
の
。
こ
の

ク
リ
ス
マ
ス
会
で
、
わ
が
子
に
優

し
く
接
し
て
く
れ
た
、
気
さ
く

に
話
し
て
く
れ
た
民
生
児
童
委

員
に
は
、
何
か
の
折
に
は
相
談

へ
と
、
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

「
さ
て
、
今
年
は
ど
ん
な
仕
掛

け
を
し
ま
し
ょ
う
か
」
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
検
討
、
周
知
す
る
方
法

に
つ
い
て
、
知
恵
を
出
し
合
っ
て

い
ま
す
。

小
金
井
市

商
店
街
等
に

見
守
り
の
お
願
い

高
齢
者
が
地
域
で
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
、
緩
や
か

で
温
か
い
見
守
り
の
輪
を
つ
く

る
、
小
金
井
市
民
児
協
（
市
協

力
）の
「
高
齢
者
地
域
福
祉
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
」。
こ
れ
は
、
福
祉
に

関
わ
る
関
係
機
関
が
一
堂
に
会

す
る
会
議
で
は
な
く
、
3
年
に

一
度
、
民
生
児
童
委
員
が
身
近

な
地
域
の
社
会
資
源
を
調
査
し
、

直
接
訪
問
し
て
、
民
生
児
童
委

員
の
役
割
を
説
明
す
る
と
と
も

に
、
気
に
な
る
高
齢
者
が
い
た

ら
連
絡
を
し
て
ほ
し
い
と
見
守

り
を
呼
び
掛
け
る
仕
組
み
で
す
。

訪
問
先
は
、
病
院
、
薬
局
、

接
骨
院
等
の
医
療
機
関
、
郵
便

局
、
駅
等
の
公
的
機
関
、
ス
ー

パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
や
コ
ン
ビ
ニ
、

理
美
容
店
等
の
地
域
商
店
、
そ

の
ほ
か
、
町
会
・
自
治
会
、
隣
人
、

ア
パ
ー
ト
管
理
人
な
ど
で
、
そ

れ
ぞ
れ
の
委
員
が
思
い
浮
か
べ

る
社
会
資
源
が
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
一
員
と
な
り
ま
す
。

話
を
聞
く
と
、「
パ
ン
を
大
量

に
購
入
し
て
い
っ
た
」「
一
日
に

何
回
も
来
店
す
る
」「
帰
り
道
が

分
か
ら
な
く
な
っ
て
い
た
」
な

ど
、
気
に
な
り
心
配
し
て
い
る

問題に気付く力、支え合
う力を養い、地域力を高め
る具体的な方法を学びまし
た！　早速、私も地域の社

会資源となる所を
探しにいきたいと思
います。

この会に参加した方が、
他のひとり親家庭の方にも、
民生児童委員の存在、役割
を伝えてくれます。課題を抱

えやすいひとり親家
庭とつながる素敵な
取り組みですね！

ケ
ー
ス
が
多
数
あ
る
こ
と
が
分

か
り
ま
す
。

高
齢
者
の
暮
ら
し
に
密
着
し

た
お
店
や
病
院
の
方
々
が
「
お

か
し
い
な
」
と
気
付
き
、「
何
か

お
困
り
で
す
か
」
と
ひ
と
言
声

を
掛
け
る
勇
気
に
も
つ
な
が
っ

て
い
ま
す
。
高
齢
者
の
変
化
や

生
き
づ
ら
さ
に
早
期
に
気
付
く

力
を
、
地
域
全
体
で
高
め
る
取

り
組
み
が
続
い
て
い
ま
す
。

▲「どれを取ろうかな」
　心のこもった数々の料理は大人気!

▲�ちょっとはにかみながら受け取る
子どもの笑顔は、委員にとって最
高のプレゼントです。

民
児
協

活
動
紹
介
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100年の
あゆみから
学ぶ

つ
な
が
り
、
協
働
す
る

方
面
委
員
た
ち

昭
和
期
に
入
る
と
、
方
面
委

員
活
動
を
遂
行
す
る
た
め
に
、

実
践
活
動
を
支
え
る
団
体
の
設

立
を
求
め
る
声
が
委
員
自
身
か

ら
聞
か
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
そ
こ
で
、
昭
和
3
年
に
東

京
市
方
面
事
業
後
援
会
（
以
下
、

後
援
会
）
が
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

後
援
会
で
は
、
東
京
市
内
の
生

活
困
窮
者
の
生
活
救
助
な
ら
び

に
医
療
保
護
を
目
的
の
一
つ
と

し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
救
護
法
が
施
行
さ
れ

た
昭
和
7
年
以
降
、
東
京
の
方

面
委
員
が
増
加
し
、
事
業
内

容
が
急
激
に
拡
大
・
普
及
し
た

こ
と
か
ら
、
委
員
相
互
の
連
絡

調
整
を
図
る
組
織
が
求
め
ら
れ
、

本
会
の
前
身
で
あ
る
東
京
市
方

面
委
員
連
盟
（
以
下
、
連
盟
）

が
結
成
さ
れ
ま
し
た
。
　

病
院
設
立
を
目
指
す

先
人
た
ち
の
情
熱

当
時
、
結
核
や
精
神
疾
患
に

よ
り
入
院
や
治
療
が
必
要
で
あ

る
に
も
関
わ
ら
ず
、
生
活
困
窮

状
態
の
た
め
医
療
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
ら
れ
な
い
人
々
が
多
く
い

ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
委
員
た

ち
に
と
っ
て
、
結
核
病
院
と
精

神
病
院
の
設
立
は
念
願
で
し
た
。

そ
こ
で
、
自
ら
寄
付
を
出
し

合
い
、
い
ず
れ
か
の
病
院
を
設

立
す
る
案
が
浮
上
し
ま
す
。

昭
和
10
年
の
後
援
会
評
議
員

会
で
は
、
精
神
疾
患
患
者
と
結

核
療
養
患
者
を
取
り
巻
く
状
況

を
詳
細
に
調
査
し
た
上
で
、
よ

り
深
刻
で
恵
ま
れ
な
い
状
況
に

置
か
れ
て
い
た
精
神
疾
患
患
者

を
保
護
・
収
容
す
る
病
院
の
設

立
が
決
議
さ
れ
ま
し
た
。

昭
和
14
年
、
後
援
会
と
連
盟

が
合
体
、
東
京
市
方
面
事
業

協
会
と
な
り
、
翌
15
年
11
月
に
、

紀
元
2
6
0
0
年
記
念
事
業

（
※
）
と
し
て
、「
桜
ヶ
丘
保
養

院（
以
下
、保
養
院
）」が
当
時
の

南
多
摩
郡
に
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

思
い
を
形
に
す
る

〜
向
山
　
庄
太
郎
　
氏

こ
の
保
養
院
設
立
の
先
頭
に

立
っ
て
働
き
掛
け
た
の
が
向
山

氏
で
す
。
氏
は
、
昭
和
4
年
か

ら
東
京
市
方
面
委
員
を
委
嘱
さ

れ
、
救
済
活
動
に
尽
力
す
る
と

と
も
に
、
連
盟
の
設
立
を
呼
び

掛
け
た
人
物
で
も
あ
り
ま
す
。

当
時
、
精
神
疾
患
患
者
に
対

し
て
は
、
自
宅
内
で
の
監
禁
が

行
わ
れ
る
例
が
少
な
く
な
い
上
、

東
京
に
お
け
る
精
神
病
院
は
東

京
府
立
松
沢
病
院
以
外
に
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
よ
う

な
中
、
民
間
の
精
神
病
院
設
立

を
提
唱
し
た
こ
と
は
、
真
に
支

援
を
必
要
と
し
て
い
る
人
々
を

何
と
か
救
い
た
い
と
い
う
委
員

た
ち
の
思
い
の
表
れ
で
あ
っ
た

と
言
え
ま
し
ょ
う
。

情
熱
の
継
承

〜
益
池
　
清
助
　
氏

益
池
氏
は
、
大
正
14
年
か
ら

方
面
委
員
・
民
生
委
員
と
し
て
、

30
有
余
年
の
長
き
に
渡
り
、
生

活
課
題
を
抱
え
る
人
々
を
支
援

さ
れ
ま
し
た
。
保
養
院
の
建
設

に
は
、
常
務
理
事
・
建
設
実
行

委
員
長
と
し
て
準
備
に
あ
た
り

ま
し
た
。
戦
後
、
氏
は
保
養
院

の
経
営
母
体
で
あ
る
方
面
事
業

協
会
を
財
団
法
人
桜
ヶ
丘
社
会

事
業
協
会
に
改
組
し
、
事
業
の

安
定
・
拡
充
を
は
か
り
ま
し
た
。

方
面
委
員
に
よ
る
病
院
の

設
立
・
経
営
は
、
他
県
に
も
例

が
な
い
独
自
の
取
り
組
み
で
す
。

そ
れ
だ
け
に
、
当
時
の
委
員
た

ち
は
、
自
分
が
保
養
院
の
オ
ー

ナ
ー
の
一
人
で
あ
る
と
い
う
誇

り
を
持
っ
て
い
た
と
言
い
ま
す
。

昭
和
27
年
に
は
社
会
福
祉
法

人
化
し
、
現
在
も
桜
ヶ
丘
記
念

病
院
と
し
て
医
療
と
福
祉
が
密

接
に
結
び
付
い
た
特
色
あ
る
運

営
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
委
員
の
組
織

活
動
の
源
流
が
築
か
れ
、
か
つ

精
神
疾
患
患
者
の
救
済
に
も
道

が
開
か
れ
た
こ
と
は
非
常
に
意

義
深
い
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

平成 昭和 大正

制度発足取り上げた
時代100周年
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こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
民
生
児
童
委
員
１
０
０
年
の

歴
史
を
振
り
返
り
、
先
人
た
ち
の
足
跡
を
た
ど
り
ま
す
。

今
回
は
、
方
面
委
員
活
動
の
組
織
化
の
流
れ
と
と
も
に
、
東
京
の
方

面
委
員
た
ち
に
よ
って
設
立
さ
れ
た
桜
ヶ
丘
保
養
院
と
、設
立
に
尽
力
さ

れ
た
お
二
人
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

《
参
考
文
献
》

桜
ヶ
丘
保
養
院
40
年
の
軌
跡
・

50
周
年
記
念
誌
（
社
会
福
祉
法
人

桜
ヶ
丘
社
会
事
業
協
会
）　

「
児
童
養
護
施
設
滝
郷
学
園

―
精
神
疾
患
の
療
養
所
か
ら
児
童
養
護

施
設
へ
―
」  

小
倉
常
明

【
原
稿
執
筆
】

小
倉
常
明
（
淑
徳
大
学
准
教
授
）

向山庄太郎　氏（京橋区）
明治８（1876）年生

益池 清助　氏（本郷区）
明治10（1878）年生

向む
こ
う

山や
ま 

庄し
ょ
う

太た

郎ろ
う

　
氏

益ま
す

池い
け 

清せ
い

助す
け

　
氏

（※）神武天皇即位から2600年目の昭和15年にさまざまな記念行事が行われた
5 都民連だより　平成 27 年 10 月（第 51 巻 2 号）



顕
彰
碑
建
立
の
経
緯

　
東
京
都
戦
没
者
霊
苑
（
文
京

区
）
の
敷
地
内
に
建
つ
民
生
委

員
・
児
童
委
員
顕
彰
碑
は
、
先

覚
の
委
員
の
偉
業
を
た
た
え
、

民
生
児
童
委
員
の
精
神
を
永
く

後
世
に
残
す
た
め
に
建
立
さ
れ

ま
し
た
。

　
こ
の
顕
彰
碑
は
3
枚
か
ら
な

り
、
先
人
の
民
生
児
童
委
員
が

築
き
上
げ
た
業
績
を
表
し
て
い

ま
す
。
前
面
の
碑
に
刻

ま
れ
た
御ぎ

ょ

製せ
い

は
民
生
委

員
制
度
創
設
50
周
年
を

記
念
す
る
全
国
社
会
福

祉
大
会
に
出
席
さ
れ
た

天
皇
・
皇
后
両
陛
下
か

ら
多
年
の
労
を
ね
ぎ
ら

う
励
ま
し
の
お
言
葉
と

し
て
贈
ら
れ
た
も
の
で

す
。
こ
の
書
は
、
侍
従

で
あ
る
入
江
相
政
氏
が

実
物
の
大
き
さ
で
直
筆

さ
れ
ま
し
た
。

　
顕
彰
碑
の
前
方
に
あ

る
泉
は
、
水
の
動
き
と

音
の
中
に
民
生
児
童
委
員
活
動

が
泉
の
ご
と
く
無
尽
に
続
く
こ

と
を
期
待
し
て
配
置
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
平
成
29
年
に
は
、
民
生
委
員

制
度
創
設
1
0
0
周
年
を
迎
え
、

同
時
に
顕
彰
碑
が
建
立
さ
れ
て

都民連 通信

　
昨
年
12
月
、
東
京
消
防
庁

よ
り
依
頼
の
あ
っ
た
救
急
相
談

セ
ン
タ
ー
の
啓
発
に
関
し
て
は
、

訪
問
活
動
の
際
に
広
報
ス
テ
ッ

カ
ー
を
ご
活
用
い
た
だ
き
、
あ

り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　
こ
の
た
び
、

救
急
業
務
へ

の
協
力
に
対

し
、
本
会
に

感
謝
状
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

民
生
児
童
委
員
の
顕
彰
碑
が
、
後
楽
園
駅
（
文
京
区
）
か

ら
す
ぐ
近
く
に
あ
る
こ
と
は
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。
こ
の

顕
彰
碑
は
、
昭
和
42
年
に
民
生
委
員
制
度
創
設
50
周
年
を

記
念
し
、
本
会
が
建
立
し
ま
し
た
。

民
生
委
員
・

児
童
委
員
顕
彰
碑

コラム

消
防
庁
よ
り
感
謝
状

か
ら
50
年
を
迎
え
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
地
域
に
根
差
し
た
民
生

児
童
委
員
活
動
の
進
展
に
努
め

て
い
く
こ
と
を
誓
う
と
と
も
に
、

先
輩
方
の
永
年
の
功
績
に
感
謝

し
、
こ
の
地
を
訪
ね
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

物
故
民
生
委
員

　
児
童
委
員
追
悼
式

　
毎
年
秋
、
顕
彰
碑
前
に
お
い

て
ご
遺
族
、
東
京
都
福
祉
保
健

局
長
、
東
京
都
社
会
福
祉
協
議

会
会
長
、
関
係
法
人
の
方
々
、

各
民
生
児
童
委
員
協
議
会
会
長

に
ご
出
席
い
た
だ
き
、
物
故
民

生
委
員
児
童
委
員
追
悼
式
を
挙

行
し
て
お
り
ま
す
。
顕
彰
碑
が

建
て
ら
れ
た
昭
和
42
年
か
ら
始

ま
り
平
成
26
年
度
ま
で
に
、一
万

四
千
二
百
二
十
六
柱
の
物
故
者

名
簿
を
奉
安
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。
平
成
27
年
度
は
、
10
月
23

日
に
執
り
行
う
予
定
で
す
。

○
地
下
鉄　
丸
の
内
線
・
南
北
線

　
「
後
楽
園
駅
」下
車　

出
口
４
ａ
・
４
ｂ

　

徒
歩
３
分

○
地
下
鉄　
大
江
戸
線
・
三
田
線

　
「
春
日
駅
」下
車　

出
口
６　
徒
歩
３
分

　
（
ま
た
は
出
口
Ａ
３　

徒
歩
５
分
）

交通
機関 顕彰碑

文京区春日1-14-4　礫川公園西隣

▲天皇・皇后両陛下から贈られたお言葉

▲苑内は緑が多く、近隣に住む方や近くの保育園に通う園児たちの
　憩いの場にもなっています。

御 製
いそとせも へにける ものか このうへも

さちうすきひとを たすけよといのる
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　定年を機に、それまででき
なかった地域貢献をしようと
飛び込んだのが自然保護レン
ジャーだったと言う芹澤さん。
市内に残る雑木林や空堀川・
柳瀬川といった水辺を清掃し、
遊歩道を整備するなど、市民
が安全に自然に親しめる環境
を守ることが主な仕事です。
　「以前は草花や生き物に特
に興味があるわけではなかっ
た」そうですが、地域の方と
コミュニケーションを重ねる
中で、多くのことを教えてい
ただいたのだとか。　
　現在関わっている「台田の
杜緑地」では、かつて清瀬
市内にも生息していたオオム
ラサキというチョウを飼育し
ています。これから越冬に向

かうオオムラ
サキの幼虫
を、「こんなに
小っちゃくて
も触ると怒っ
てツノを出す
んだよ」と芹澤さんは愛おし
そうになでながら話されます。
夏休み中には多くの親子連れ
がこの飼育施設を訪れ、美し
いオオムラサキの成虫が宙を
舞う様子を楽しんだそうです。
　「自然はできるだけ手を加え
ずに残したい。これから大人
になる子どもたちが、後の世
代にもこの自然を残そうと
思ってくれるように、レン
ジャーを続けたい」とのこと。
それが、自分の健康のためで
もあると笑顔で語られました。

　ひきこもり、ゴミ屋敷など、従来の社会福
祉制度では支援が難しい「制度の狭間の課
題」や「複合的課題」などが増えており、地
域で新たなニーズへの対応が求められていま
す。また、多様な実施主体が社会福祉サービ
スを担う中、社会福祉法人のあり方が問われ、
社会福祉法人制度改革が進められています。
　東社協ではこれらの背景のもと、都内の法
人や施設が地域で求められる役割を果たして
いくために「社会福祉法人の連携による社会
貢献事業」を実施しようと取り組んでいます。

各法人や施設の取り組みを情報発信

　これまでも各社会福祉法人は、地域で必要
とされる取り組みを実施してきましたが、そ
の取り組みの可視化や、情報発信は十分では
ありませんでした。そのため、既に実施して
いる事例を集め、東社協の広報紙やホーム

ぺージ（※）を用いて情報発信を始めました。
　地域住民のサロンを作り高齢者や子育て家
庭の支援を行う保育園や、地域で暮らし続け
るために個別に寄り添ってさまざまなサポート
を実践する高齢者施設の事例等が東社協に寄
せられており、随時情報発信を行っています。

地域で法人のネットワーク化を推進

　さらに区市町村ごとの地域で保育、障がい、
高齢等の分野を超えて法人や施設が連携して
地域課題に対応するネットワークの構築を推
進しています。区市町村社会福祉協議会や民
生児童委員の方々とも連携し、地域ニーズの
把握、共有、新たなサービスや支援の創造に
つなげていくことを目指しています。
　上記の取り組みを進めつつ、社会貢献事業
検討委員会において、広域(東京全域)での連
携事業や全体のしくみを検討してまいります。

子どもたちに自然の
楽しさを伝えたい

清瀬市民生児童委員

芹
せり

澤
ざわ

　正
まさ

男
お

 さん
（紹介者 : 池永副会長）

社会福祉法人の連携による社会貢献事業
～制度の狭間の課題などにこたえるために～

東社協コーナー

キラリ
★この人

※東社協ホームページ「地域のニーズにこたえる」
　http://www.tcsw.tvac.or.jp/kokenshien/7 都民連だより　平成 27 年 10 月（第 51 巻 2 号）
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活動記録
あれこれ

　秋になると、民児協で管外研修や宿泊を伴う研修に出掛けられるところも多いと思います。
　管外研修は、施設見学や現地民児協との交流・研修などのプログラムによって民生児童委員の資質向上に
努めるほか、民児協のお仲間同士の親睦を深める機会となっています。
　今回は、これらの管外研修（宿泊研修）への参加に伴う記入方法について、例示をもとに確認します。

日・
曜日 活　動　概　要

その他の活動件数 連絡調整回数 活

動

日

数

民
児
協
運
営
・

研

修

委
員
相
互

そ
の
他
の

関
係
機
関

（4） （9） （10）（11）

9日
（金）

・翌週の民児協管外研修のしおりを参加者全員分印刷し、準備した。
・�見学先の施設に確認の電話をした。 ◯

15日 
（木）

・管外研修で〇〇県にある、特別養護老人ホーム、デイサービス、保
育園などの複合施設を見学した。
・宿泊先に到着後、会議室で臨時の高齢福祉部会を開催した。

◯

16日
（金）

・管外研修の一環で、〇〇県△△市民児協と交流会を実施した。
・帰りのバスの中で、研修ビデオを視聴した。 ◯

管外研修（宿泊研修）への参加に伴う記入

＊	9日	：	⇒�	�管外研修で行う施設見学のしおりを作成したということを、研修の準備に伴う作業と捉え、「民児協運営・研修（4）」
に1件記入します。

	 	 	 	 �併せて、見学先の施設に連絡を取っているので、連絡調整回数の「その他の関係機関（10）」に1件記入します。
＊	15日	：	⇒	�管外研修と臨時の高齢福祉部会は、それぞれ異なる会合への参加と捉え、「民児協運営・研修（4）」に2件記入します。 
＊	16日	：	�⇒	�活動記録は1日ごとに記入しますので、2日目の管外研修もその日の活動として「民児協運営・研修（4）」に1件記入し

ます。
	 	 	 	 ※�現地の民児協との交流会の実施も、研修ビデオの視聴も、管外研修のプログラムの一環と捉えるため、	

この日の活動としては2件ではなく、1件と記入します。

ミンジーレポートミンジーレポートミンジーレポート

※ミンジー出張をご希望の地区は、会長や行政を通して都民連までご連絡ください。

千代田区異世代ふれあい交流会
　さまざまな世代の方
が集まられた中で、民生
児童委員さんと一緒に
ごあいさつ。緊張し
ちゃった。　
　子どもたちのダンスや、
町会の盆踊りなど、たく

さんのプログラムがあり会場は終始大にぎわいだったよ☆

江東区亀戸地区夏まつり　
　このお祭りは去年に
引き続き２回目。
　来場者にリーフレット
やポケットティッシュを
配りながら、しっかり民
生児童委員のPR活動を
したつもりだったけど、
どうだったかな。
　なんと民児協のコーナーには2日間で約1,000人の親子連
れが来てくれたんだって！

今号の都民連通信は、昭和42年に民生委員制度
創設50周年を記念して建立された民生委員顕彰碑
のご案内です。皆さまはご存知でしたでしょうか。
民生委員制度は平成29年に創設100周年を迎

えます。先達の足跡を学びながら、これからの活動
に役立つ紙面作りを目指して、今回も熱心に話し合
いました。�

田
た

邊
なべ

　房
ふさ

代
よ

田邊　房代	 （新宿区）	 石塚　洋子	（荒川区）
諏訪　節子	 （渋谷区）	 権藤　京子	（杉並区）
佐藤　靖子	 （江東区）	 清水　邦夫	（日野市）
堂垣内トモ子	（三鷹市）	 塚﨑　佳子	（東大和市）
小島　博幸	 （青梅市）

市東  和子・池永  和子
（都民連副会長：広報担当）

東京都民生児童委員連合会
〒162-0823  
新宿区神楽河岸1-1 セントラルプラザ4階
TEL：03（3235）1163　FAX：03（3235）1169
E-mail：tominren@tcsw.tvac.or.jp
年4回発行　印刷：株式会社トライ
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